
様式2 令和５年度　学校運営協議会（コミュニティ・スクールくさつ）の実施報告および議事概要

１、日時・場所

第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

６月２８日（水）
１０時００分～１１時３５分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

月　　日（　　）
時　　分～　　時　　分

会議室

２、委員の出欠

名　　前
会長

副会長
出欠 出欠 出欠 出欠

1 山本　清治 ◎ 出席

2 徳田　景子 〇 欠席

3 久米田　豊子 出席

4 山本　忍 出席

5 日下部　純子 出席

6 小林　潔 出席

7 神谷　はつき 出席

8 田口　麻奈 出席

※名前に記されている印は、◎会長　○副会長

名　　前 出欠 出欠 出欠 出欠

1 神戸　邦仁 出席

2 野瀬　めぐみ 出席

3 山田　和美 出席

4 中西　浩之 欠席

5 永田　滋男 出席

３、傍聴人の有無 傍聴人　　　　　　　　　　０人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人 傍聴人　　　　　　　　　　人

４、議題および主な意見 第１回学校運営協議会 第２回学校運営協議会 第３回学校運営協議会 第４回学校運営協議会

基本
理念

市
重点

学校
重点

学校運営基本方針の承認について 基本施策番号（　    　） 基本施策番号（　    　） 学校評価について

3 道徳教育・人権教育の推進
議題 議題

○ ◎ 4 いじめを根絶する取組の推進

○ 5 健やかな体づくりの推進

6
社会性や豊かな情操育てる教
育の推進

7 インクルーシブ教育の推進

◎ ◎ 8 ＩＣＴを活用した教育の推進

9 読書活動の推進

10
基礎学力向上のための取組の
充実 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　） 基本施策番号（　１５　）

11 英語教育の推進
議題　地域の活力を生かした特色ある学
校経営の推進

議題 議題

○ ◎ 12 教職員研修・研究活動の充実

13
教職経験に応じた人材育成の
推進

14
教職員の健康管理と働き方改
革の推進

◎ ◎ 15
地域の活力を生かした特色あ
る学校経営の推進

16
教職員の指導体制・学校支援
体制の充実

◎ 17
配慮を要する子どもへの支援
体制の充実

成果および課題

・令和５年度の学校運営基本方針の理解
が得られ、協力体制の整備・確認ができ
た。今後助言いただき内容については、
焦点化した資料を用意し、丁寧に説明す
ることで理解を得られるように努める。
・図書、授業支援などのボランティアは
ネットワークが広がっている。一方、環境
整備等の分野は、今後募集方法や運営
内容について検討していく必要がある。

主な意見 主な意見

４学校経営の充実

主な意見

概要 概要

主な意見 主な意見

２確かな学力の育成

３教職員の指導力
の向上

現状の姿
　ＥＳＤ教育の推進により、保護者・地域
へ発信ができつつあり、少しずつ子ども
の主体的な姿が見られてきている。

概要 概要

主な意見
　学校長から学校経営方針を示し、子ど
もの健全な育成のために、学校・家庭・地
域での教育が連携することの大切さを確
認した。また、本校は、スクールESDくさつ
推進事業のモデル校2年間の指定を受け
ている。2年目として、地域とのつながりを
さらに深め、総合的な学習の時間を中心
に、子どもの主体的な学習活動を展開し
ていくことを学校から説明した。
　今年度の学校運営基本方針について
理解が得られ、取組内容の共通理解が
でき、承認を得た。いじめ防止や不登校
対応については丁寧な関りが大切であ
る。

主な意見
・2年目のＥＳＤの学習の深まりにさらに期
待する。
・今年度の方向性を示したため、具体的
な取組み等について詳細がわからなかっ
たので、資料を用いて焦点化した具体的
な説明をすることでさらに理解が深まる。

施策の基本方向・項目 基本施策
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教務

老上学区同和教育推進協議会会長

地域ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ・主任児童委員

老上まちづくりセンター事務局長

老上中学校区教育振興会会長
学区民生委員

老上小学校ＰＴＡ会長

老上小学校ＰＴＡ副会長

役　職　等

校長

教頭

教務主任

教務

老上こども園長

日　　時

場　　所

役　職　等

老上学区まちづくり協議会会長
老上学区社会福祉協議会会長


